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広報 平成 28 年

４

北広島町町民憲章石碑を設置しました

　合併10周年記念事業で制定した町民憲章の石碑を本
庁玄関付近の植え込みに設置しました。町民憲章は、こ
んな町にしていきたいという理想の町の姿や、よりよい
まちづくりのために町民がとるべき姿勢、努力すべきこ
となどを分かりやすく親しみやすい言葉で定めていま
す。町民憲章を制定することは、北広島町に対する愛情

（郷土愛）を育み、まちづくりへの積極的な参加を促す第
一歩となります。本庁に来られた時はぜひご覧ください。

（３ページに関連記事）

お知らせ
　平成28年４月から大朝・千代田・豊平地域の
　ごみ収集日が変わります！ほか
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連載・お知らせ
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■可燃ごみの曜日の変更はありません。
■地域をＡ～Ｄにブロック分けして収集していましたが、旧町地域別の区分になります。
■粗大ごみの収集日は地域で異なりますので、ごみ収集カレンダーをご覧ください。
■ごみ収集カレンダーは北広島町ホームページからダウンロードできます。
　また、役場・支所窓口でお配りしていますのでお問い合わせください。
　（平成 28 年３月 下旬から）

問町民課 環境管理室　　 IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北広域環境施設組合　　 ☎０８２６－７２－６５９５

変　更　前 Ａブロック
川戸・大朝地域

Ｂブロック
豊平地域

Ｃブロック
中山・舞綱・蔵迫・八重地区

Ｄブロック
壬生・南方・畑・本地地区

可燃ごみ 月・木曜日

古　紙 第１・３水曜日 第１・３水曜日 第１・３水曜日 第１・３水曜日

容器プラ・紙パック 第２・４水曜日 第２・４水曜日 第１・３火曜日 第１・３金曜日

燃えないごみ 第１・３火曜日 第１・３火曜日 第２・４火曜日 第２・４火曜日

　平成 28 年４月から大朝・千代田・豊平地域のごみ収集日（曜日）が一部
変わります。地域のごみステーションをご利用の際はご注意ください。
　詳細はごみ収集カレンダーをご覧ください。

大朝・千代田・豊平地域の
ごみ収集日が変わります！

変　更　後 大朝地域 千代田地域 豊平地域

可燃ごみ 月・木曜日

古　紙 　第１・３火曜日※ 第２・４金曜日 第２・４金曜日

容器プラ・紙パック 第１・３水曜日 第２・４水曜日 第１・３水曜日

燃えないごみ 第２・４火曜日 　第１・３火曜日※ 第２・４火曜日

平成 28 年 4 月から

※ 1 月は第 3・5 火曜日に収集

平成 28 年
4 月から
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平成 28 年 4 月 1 日から広島県がん対策推進条例により、
屋外での受動喫煙防止対策（努力義務）が施行されます。

　これら付近の７ｍ以内の公道では喫煙しないでください！
　

問広島県健康福祉局がん対策課　
　☎０８２－５１３－３０６３ 

広島県　なくそう受動喫煙

北広島町町民憲章

検索

　　（子どもの受動喫煙の防止に配慮された一定の基準を満たした灰皿付近は除く）

学　校 児童福祉施設

遊具のある
公園

停留所

横断歩道

（幼稚園・小学校・中学校・    
高等学校など） （保育所など）

たばこの煙…
吸いたくないよ！

　－ 解説 －
前文
　私たちは、先人たちの思いを受け継ぎ、源流域の自然と田園文化が息づく北広島町で暮らす
ことに誇りを持ち、平和で豊かな郷土を築くためにこの憲章を定めます。
　「源流域の自然と田園文化が息づく北広島町」には、２つの大河の源流にあり、豊かな自然
と文化に育まれてきた北広島町が表現されています。長い歴史とともに、先人たちが積み上げ
てきた知恵と努力に感謝し、ふるさとの素晴らしさを知り、ふるさとに暮らすことに誇りを持
つことは、郷土を愛する心を育てていきます。町民が夢と希望を持ち、輝かしい未来に向かっ
ていく北広島町を築いていく願いを込めています。
本文
　子どもから大人までわかりやすい言葉で、町民ひとりひとりが、まちづくりへの意思と積極
的な参画を促すことができる内容にしました。
１．自然の恵みを大切にし、生かし、美しく住みよい町をつくります。
　北広島町に育まれた自然の恩恵に感謝し、大事に育み、自然と共存できる美しい町であるこ
との大切さを表現しています。　
１．伝統を大切にし、文化を高め、次世代につながる町をつくります。
　神楽・花田植などの伝統芸能や町の伝統行事を守り、敬いながら、北広島町で培われた文化
の素晴らしさを理解し、高めていき、後世に伝えていくことの大切さを表現しています。
１．人を大切にし、互いを認め、思いやりのある町をつくります。
　家族・地域・社会など、さまざまな人のお互いの違いを認め合い、尊重し、支え合うことが、
思いやりの心と郷土愛を育んでいくことの大切さを表現しています。
１．地域の産業を大切にし、希望あふれる町をつくります。
　地域の伝統的な産業を守りながら、工夫や努力で新しい産業や分野を切り開いていくことが
できる希望のあることの大切さを表現しています。
１．健康を大切にし、笑顔が輝く、活力ある町をつくります。
　高齢者がいきいきと元気に、若者は夢を持ち、みんなが健康で幸せに暮らすことの大切さを
表現しています。
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　介護保険は、地域でいつまでも安心して暮らせるように、介護や支援が必要になった時に介
護サービスを利用できる制度です。介護サービスの費用は、40歳以上の方全員が介護保険料
として負担する、支えあいの制度となっています。
　サービスを利用する、しないにかかわらず、原則として40歳以上は、介護保険料を納めて
いただく必要があります。
　介護保険料を納めないでいると制度の安定した運営が厳しくなるだけではなく、納めていな
かった期間に応じてサービス利用について制限がつき、介護保険サービスを利用するときに困
ることになります。

介護保険料の納付をお願いします

介護サービスの利用の有無にかかわらず、法律に定められた滞納処分と
して、預貯金などの財産を差し押さえます。

介護保険制度は、高齢社会を支える大切な制度です。介護が必要となった時、皆さんが安心し
てサービスを利用できるよう、また介護保険財政の健全な運営のため、介護保険料の納付をお
願いします。
問保健課 介護保険係　 ＩＰ☎０５０－５８１２－１８５３ 　　

※その他の措置　
財産などの差押え

◎納め忘れている期間に応じて、段階的に次のような滞納措置がとられます。

役場から督促を行います
介護保険料には納付期限が決められています。
もしも納め忘れていた場合は、速やかに納付してください。

介護サービス費用をいったん全額自己負担します
介護保険を利用した際に、サービスにかかった費用全額をいったん自己
負担（通常は１割または２割負担）し、役場への申請により認められた
場合は、あとから保険給付（費用の９割または８割）が支給されます。

保険給付が一時差し止められ、その中から滞納している保険料
相当分が差し引かれます
サービスを利用した際は、サービス費用の全額を自己負担し、役場
に申請しても保険給付（費用の９割または８割）の一部または全部が
差し止められます。さらに滞納が続くと、差し止められている保険
給付額から滞納している保険料相当分が差し引かれます。

滞納期間に応じて、サービス費用の自己負担割合が１割または
２割から３割（通常の３倍）に引き上げられます
滞納している期間に応じて、サービス費用の自己負担割合が１割ま
たは２割から３割に引き上げられます。また、高額介護サービス費
の支給や居住費・食費の負担軽減も受けることが出来ません。

納付期限を
過ぎると…

１年以上
滞納すると…

１年６ヶ月
以上

滞納すると…

２年以上
滞納すると…

期限内の納付をお願いします。
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問 広島県後期高齢者医療広域連合 業務課賦課収納係　 ☎０８２－５０２－３０６０
　 北広島町役場税務課 所得係　　　　　　　　　   IP ☎０５０－５８１２－１８５２
　 北広島町役場町民課 国保年金係　　　　　　　   IP ☎０５０－５８１２－１８５４

＊「後期高齢者医療制度」は、75歳以上の方（65歳以上75歳未満の一定程度の障がいがある方で、申請に
より広域連合の認定を受けた方を含む）を対象とした医療制度です。

平成28年４月からの変更点

　前回の改定でも対策を講じましたが、医療費の増加などの理由により、保険料の大幅な上昇が見込まれ
たため、やむをえず保険料率を上記のとおり改定することになりました。被保険者の皆さまにはご負担を
おかけしますが、何卒ご理解をいただきますようお願いします。

保険料の計算方法

保険料の軽減

４月から翌年３月までを１年間として、年間保険料が計算されます。

年間保険料額＝均等割額 ＋ 所得割額
　【限度額57万円】　　【44,795円】　　【（総所得金額等※1－基礎控除（33万円））×所得割率8.97％】

● 均等割額の軽減について　

※1　 総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」
　　などで社会保険料控除等の各種所得控除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土
　　地・建物や株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）も総所得金額等に含まれます。

次の所得の世帯の方や健保組合などの被扶養者であった方には、以下の軽減措置があります。

　広域連合剰余金（51億円）の活用により、右図のとおり
保険料の増加が抑制されました。

●保険料の決定通知書は、７月中旬にお手元にお届けします。

　後期高齢者医療制度加入直前に、健保組合など（国保および国保組合は除く）の
被扶養者であった方については、所得割額の負担はなく、均等割額が９割軽減さ
れ、平成28年度の年間保険料額は4,479円となります。

● 所得割額の軽減について　

● 健保組合などの被扶養者であった方の軽減について　　

　5割・２割軽減については、軽減の対象所得の基準が拡充されました。

被保険者の基礎控除後の総所得金額等 所得割額の軽減割合
（総所得金額等 － 基礎控除（33 万円））が 58 万円以下の場合 5 割

世帯主及び世帯内の被保険者の前年中所得の合計額 軽減後の均等割額

 33 万円以下
 世帯内の被保険者全員の所得額（公的年金の所得は
 控除額を 80 万円として計算）が 0 円となる場合

9 割軽減   　　 4,479 円／年 

 上記以外の場合 8.5 割軽減 　　　 6,719 円／年
 33 万円 ＋（26 万 5 千円 ×世帯内の被保険者数）以下の場合 5 割軽減 　　　22,397 円／年
 33 万円 ＋（48 万円 × 世帯内の被保険者数）以下の場合 2 割軽減 　　　35,836 円／年

後期高齢者医療制度
平成28年４月から保険料率などが変わります

均等割額 44,032円 → 44,795円　所得割率 8.43% → 8.97%

　
均等割額 所得割率

抑制前 48,061円 9.76%
抑制後 44,795円 8.97%
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　生後 91 日以上の飼い犬は、「狂犬病予防法」により、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防
注射を受けることが義務付けられています。
　平成 28 年度の狂犬病予防注射（定期集合注射）を次のとおり実施します。
　くわしくは、回覧文書・狂犬病予防注射案内ハガキをご覧ください。
日程及び問い合わせ先
大　朝 ４月21日（木） ・22日（金） 問大朝支所 地域振興係 IP ☎０５０－５８１２－２２１１
千代田 ５月11日（水）～13日（金） 問町民課 環境管理室　 IP ☎０５０－５８１２－１８５４
豊　平 ５月19日（木） ・20日（金） 問豊平支所 地域振興係 IP ☎０５０－５８１２－１１２２
芸　北 ６月 ２日（木） ・  ３日（金） 問芸北支所 地域振興係 IP ☎０５０－５８１２－２１１０

平成 28 年度 狂犬病予防注射（定期集合注射）と犬の登録

料金
料金 注射のみをされる方 登録と注射をされる方

内訳
登録料 3,000 円

予防注射料 2,500 円 2,500 円
注射済票交付料 550 円 550 円

合計 3,050 円 6,050 円

～その他届出が必要なとき～
● 飼い犬が死亡したとき
● 飼い主の住所や氏名が変わったとき
● 人から犬をもらったとき

（ 役場町民課または各支所地域振興係へ届出をしてください）

※定期集合注射を利用されない場合、動物病院で一年をとおして狂犬病予防注射を
受けることができます。

※町内の動物病院でも、犬の登録をすることができます。（登録料 3,000 円）

【動物病院で狂犬病予防注射を受けるとき】
項目 町内の動物病院 町外の動物病院

狂犬病予防注射 ○
○

※注射済証明書をもらい、
北広島町役場に届け出てください

料金
予防注射料 2,500 円（病院で支払う） 料金は病院で異なる（病院で支払う）

注射済票交付料    550 円（病院で支払う） 550 円（役場で支払う）

平成28年４月１日からの広島県地域県民相談室の開所日時などは、次のとおりです。

問広島県環境県民局消費生活課　☎０８２－５１３－２７３０　　

広島県地域県民相談室の開所

問町民課 環境管理室　
 IP ☎０５０－５８１２－１８５４

相談内容 日時 場所 申込み・問合せ先

県民相談
（離婚・相続・近隣トラ

ブル、交通事故など）

月曜日～金曜日
午前９時～午後５時

（祝日・年始年末除く）

広島県生活センター
（県庁農林庁舎１階）

広島県生活センター
☎082－223－8811
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　入院をしたときの食事代の自己負担額が、所得区分が「一般」の人については、１食あたり
360円（現行は260円）に引き上げられます。　

　問町民課 国保年金係　  IP ☎０５０－５８１２－１８５４

平成28年４月から入院時の食事代が変更になります

きれいセンター　毎月第１日曜日を開場します
　芸北広域きれいセンターでは、毎月第1日曜日（５月と平成29
年１月を除く）を開場し、一般家庭ごみの受け入れを行います。
　大朝・千代田・豊平地域の方で、平日持ち込みが難しい場合、
日曜日の開場をご利用ください。

開場する日曜日　受付時間 午前９時～12時・午後１時～４時

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３日 × ５日 ３日 ７日 ４日 ２日 ６日 ４日 × ５日 ５日

※受付時間を厳守してください。時間外のごみの持ち込みはできません。

注意
・緊急の事情などにより開場できない場合があります。
・一般家庭のみ対象としています。（会社や商店などの事業所ごみは持ち込みできません。）
・祝日（月～金）は通常通り開場していますので、祝日もご利用ください。
・ごみは、分別して持ち込みしてください。

　問町民課 環境管理室　　  　IP☎０５０－５８１２－１８５４
芸北広域きれいセンター　IP☎０５０－５８１２－６５９５

　常時介護が必要なねたきりの高齢者などを、在宅で現に介護されている方に支給される手当
です。
　【支給要件】　要介護４または要介護５の高齢者と同居し、在宅で常時介護されている北広島
　　　　　　町内に住所を有する方。
　【手当の額】　月単位の支給で、１月につき１万円
　【そ の 他】　月のうち 15 日以上、入院や介護保険施設への入所・ショートステイを利用さ
　　　　　　れた場合は、当該月の手当は支給されません。

問・申請窓口　福祉課 地域福祉係　  IP ☎０５０－５８１２－１８５１　　　　　　　
　　　　　　　芸北支所 地域振興係  IP ☎０５０－５８１２－２１１０
   　　　　　　大朝支所 地域振興係  IP ☎０５０－５８１２－２２１１
　　　　　　　豊平支所 地域振興係  IP ☎０５０－５８１２－１１２２

北広島町在宅ねたきり老人等介護手当
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税
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
修
学
の
た
め
の
保
険
証（
マ
ル
学
保
険
証
）

　
国
保
加
入
者
で
、
修
学
の
た
め
住
所

を
北
広
島
町
外
に
移
す
場
合
に
は
、
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続

き
学
生
の
方
に
保
険
証
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
住
所
を
北
広
島
町
外
に
移
し
、
マ
ル

　
学
の
申
請
を
す
る
場
合

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー

・
住
民
票（
学
生
の
方
が
住
ん
で
い
る
住

　
所
地
の
も
の
）

・
印
鑑

◇
学
生
の
皆
さ
ん「
学
生
納
付

特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
収
入
が
な

か
っ
た
り
、
少
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、
社
会

■マル学の非該当手続き
非該当要件 必要なもの

北広島町に転入する場合 マル学保険証、印鑑

卒業する前に他の保険に
入った場合

マル学保険証、印鑑、
取得した保険証

学校を卒業した時（※） マル学保険証、印鑑

※ 卒業後、社会保険などに加入されない場合は、町から資格喪失
証明書を交付します。証明書を受けとり後、住所地で国保加入
の手続きを行ってください。

　
春
は
、
引
越
し
や
就
職
な
ど
人
の
動

き
の
多
い
時
期
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
国
民
健
康
保

険（
以
下
、
国
保
）の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
役
場
本
庁
町
民
課
ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
係
へ
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
と
き（
退
職
日
の
翌
日
）

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

　
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
保
に

加
入
す
る
資
格
が
で
き
た
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ

か
の
ぼ
っ
た
期
間
の
保
険
税
も
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
国
保
を
や
め
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

・
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

　
届
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し
て
国
保

に
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
り
、
保
険

◎
国
保
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

◎
国
民
年
金

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
申
請
が

遅
れ
て
も
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
が
、
忙
し
く

な
る
と
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
る
も
の
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る

と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
満
額
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
承
認
を
受
け
た
期
間
か
ら
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、
国

民
年
金
保
険
料
の
後
払
い（
追
納
）を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
申
請
は
、
年
金
手
帳
・
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
・
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
町
民
課
、
各
支
所
地
域
振
興
係
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課 

国
保
年
金
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４
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平
成
27
年
度
地
域
町
政
懇
談
会
を
昨
年

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
町
内

４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
、
町
か
ら
昨

年
10
月
30
日
策
定
の
『
北
広
島
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
北
広
島
町
総
合
戦
略
』
の
説

明
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
政
全
般

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
場
に
お
い
て
積
極
的
に
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
、
町
長
や
担
当
課
長
が
回
答
し

ま
し
た
。
今
回
は
芸
北
地
域
及
び
千
代
田

地
域
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

問
企
画
課 

政
策
立
案
室

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

※　【問】… 意見・質問
　　【答】… 回答・対応状況

【
問
】総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て　

　
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

町
民
の
意
見
を
ど
う
い
う
形
で
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
後
、
長
期
総
合
計
画
を
策
定
さ

れ
る
際
に
は
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
人
を
集

め
て
も
ら
っ
て
、
な
る
べ
く
身
近
な
も
の

を
作
っ
て
ほ
し
い
。
単
に
文
章
が
羅
列
し

て
あ
る
だ
け
で
は
心
に
響
き
ま
せ
ん
し
、

町
民
が
ど
う
い
う
思
い
で
生
活
し
て
い
る

の
か
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
策
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
答
】 

今
回
の
策
定
に
あ
た
り
『
北
広
島

町
ま
ち
づ
く
り
総
合
委
員
会
』
を
設
置
し
、

そ
の
な
か
に
地
域
代
表
の
方
な
ど
に
入
っ

て
い
た
だ
き
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

作
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
住
に

関
し
て
は
、
本
町
に
定
住
さ
れ
た
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
長
期
総
合
計
画
を
作
っ
て
い
く
段
階

に
お
い
て
は
、
も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
意
見
を
い
た
だ
く
形
を
と
り
な
が
ら
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】保
育
園
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て

　
保
育
園
の
運
動
会
や
学
習
発
表
会
な
ど

様
々
な
行
事
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
び

に
、
保
育
士
さ
ん
の
熱
意
や
努
力
、
保
育

に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
、
保
育
園
は

大
変
必
要
な
施
設
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

は
保
育
園
か
ら
保
護
者
へ
「
保
育
園
が
開

合
い
、
集
団
の
中
で
友
だ
ち
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
子
様

が
の
び
の
び
と
保
育
園
（
所
）
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
温
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
す
親
子
の
時
間
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
０
歳

か
ら
お
お
む
ね
３
歳
の
お
子
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
庭
に
子
育
て
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　【
問
】地
縁
団
体
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
地
域
の
共
有
地
に
つ
い
て
、
古
い
名
義

で
残
っ
て
い
る
た
め
、
相
続
や
名
義
変
更

の
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
地
方
自

治
法
が
変
わ
り
、
地
縁
団
体
と
い
う
制
度

を
使
え
ば
登
記
が
変
更
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
町
は
、
こ
の
地
縁
団
体
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

【
答
】 

お
話
に
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
地

方
自
治
法
の
な
か
で
地
縁
団
体
が
登
記
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
町
内
で
こ
の
制

度
を
使
っ
て
共
有
地
を
地
縁
団
体
の
名
義

と
し
て
お
ら
れ
る
地
域
な
ど
も
ご
ざ
い
ま

す
。
土
地
の
適
正
管
理
を
し
て
い
く
う
え

で
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
な

手
段
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し

て
も
Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

所
し
て
い
て
も
、
母
親
の
仕
事
が
お
休
み

の
時
は
、
な
る
べ
く
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な

い
の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
】
乳
幼
児
期
に
、
親
子
の
間
に
愛
着

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
、
保
育
園
（
所
）

は
願
っ
て
い
ま
す
。
特
に
０
歳
か
ら
お
お

む
ね
３
歳
の
乳
幼
児
の
心
は
、
特
定
の
大

人
（
主
に
は
母
親
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）

と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
徐
々
に
心
が
発
達

し
、
愛
着
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

お
腹
が
減
っ
た
ら
お
乳
を
あ
げ
て
、
泣
い

た
ら
抱
っ
こ
な
ど
を
し
て
あ
げ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
は
安
心
し
ま
す
。
母
親
も
お
子
様

を
愛
し
い
と
感
じ
、
お
互
い
の
間
に
情
緒

的
な
結
び
つ
き
『
愛
着
』
が
生
ま
れ
ま
す
。

親
と
子
の
間
に
し
っ
か
り
愛
着
が
形
成
・

維
持
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
は
親
を
安
心
感

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
行
動
範
囲
を
広

げ
、
他
の
人
も
不
安
な
く
受
け
入
れ
か
か

わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。こ
の
よ
う
に
３
歳
ご
ろ
ま
で
は「
愛

着
形
成
」
す
る
た
め
に
、
両
親
な
ど
の
特

定
の
大
人
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
が
大
切
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
保
護
者

の
方
も
仕
事
を
し
な
い
と
生
活
で
き
ま
せ

ん
し
、
そ
の
た
め
に
は
保
育
園
（
所
）
に

預
け
な
い
と
働
け
な
い
な
ど
、
ど
う
し
て

も
お
子
様
と
過
ご
す
時
間
が
短
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
保
育
園
（
所
）
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
安
心
し
て
お
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
お
子
様
と
向
き

地
域
町
政

懇
談
会

9 Public Relations Kitahiroshima
  2016.4



健　
康
　
信
通

第132回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
！

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時 毎週月曜日 午前9時30分～11時30分
会場 千代田運動公園体育館 
参加費 100円 

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時 ４月26日（火） 午後２時～３時
会場 温水プールSuiSui（スイスイ）
参加費 100円 
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
糖
尿
病
や
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）は
自
覚
症
状
が
な
く
、
少
し
ず

つ
進
行
し
ま
す
。

　
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
し
、
予
防
・
改
善
に
つ
な
げ
る
も
の

で
す
。「
健
診
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
い

た
だ
き
、忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
度
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。　
　
　

中
高
年
男
性
に
急
増
中
！

歯
周
疾
患
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
現
在
、
成
人
の
80
％
以
上
が
歯
周
病

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

覚
症
状
が
少
な
く
、
気
づ
い
た
と
き
に

は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
、
全
身
の
健
康
と
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
糖
尿
病

の
人
は
歯
周
病
に
な
っ
て
い
る
人
が
多

く
、
ま
た
歯
周
病
が
治
り
に
く
い
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
と
心
臓

病
・
肺
炎
・
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
関

連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
集
団
健
診
の
会
場
で
、
歯
周
疾
患
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す（
一
部
会
場
を
除

く
）。
歯
科
医
師
の
健
診
と
、
歯
科
衛

生
士
の
歯
科
指
導
を
行
い
ま
す
。
体
の

健
診
と
合
わ
せ
て
、
歯
科
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
20
歳
以
上
の
歯
の
あ
る
人

料
金　
３
０
０
円

　
※
75
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す

①
毎
年
欠
か
さ
ず
健
診
を
受
け
る

　
１
年
に
１
回
、
定
期
的
に
健
診
を
受

け
、
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
身
の
今
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
健
診
結
果
に
必
ず
目
を
と
お
し
、
保

存
す
る

　
検
査
結
果
は
す
ぐ
に
確
認
し
て
、
経

年
の
変
化
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
診
結
果
は
必
ず
保
存
し
ま
し
ょ
う
。 

健
康
診
査
の
心
が
ま
え　

③
結
果
は
き
ち
ん
と
受
け
と
め
、
改
善

目
標
を
立
て
る

　
検
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
習

慣
の
結
果
を
示
す
も
の
で
す
。
食
生
活

や
運
動
習
慣
、
休
養
、
喫
煙
な
ど
生
活

習
慣
の
改
善
目
標
を
立
て
、
実
行
し
ま

し
ょ
う
。 

④
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る

　
年
々
数
値
が
上
が
る（
下
が
る
）項
目

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
迷
わ

ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
精
密
検
査
を
恐
れ
な
い
、
面
倒
が
ら

な
い

　
「
以
前
も
精
密
検
査
を
受
け
な
か
っ

た
け
ど
大
丈
夫
だ
っ
た
」は
危
険
で
す
。

速
や
か
に
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

⑥「
異
常
な
し
」を
過
信
し
な
い

　
体
の
状
態
は
、
数
か
月
単
位
で
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
習

慣
が
、
あ
な
た
の
明
日
の
健
康
を
つ
く

り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　　　
初
期
の
前
立
腺
が
ん
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
検
診
を
受
け
な
い
と
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
血
液
検
査
で

す
。
集
団
健
診
、
ま
た
は
医
療
機
関
健
診

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
１
回

前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

対
象
者　
40
歳
以
上
の
男
性

料
金　
６
０
０
円（
集
団
健
診
）

　
　
　
９
０
０
円（
医
療
機
関
健
診
）

　
※
75
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

介
護
保
険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

　
魚
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
と
い
う
栄
養
素
に
は
、
血
液
を

サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
食
品

は
ほ
か
に
も
色
々
な
物
が
あ
り
ま

す
の
で
、
一
つ
の
物
に
限
定
せ
ず
、

多
く
の
種
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
す
す
む
な
か
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
効
率
的
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
北
広
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
保
健
課 

地
域
介
護
係
）

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

こ
れ
ま
で
利
用
で
き
た「
通
所
介
護
」

と「
訪
問
介
護
」は
、
手
続
き
を
す

れ
ば
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
要
支
援
１・
２
の
方
を
対
象
と
し
た

「
通
所
介
護
」「
訪
問
介
護
」サ
ー
ビ

ス
が
、
新
し
い
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
全
国
一
律
に
提
供
さ
れ

て
き
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

「
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」と

「
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）」は
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
町
が
取
り
組

む「
地
域
支
援
事
業
」に
位
置
付
け
ら

れ
、
介
護
従
事
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
担
い

手
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の「
訪
問
看
護
」「
福
祉
用

具
貸
与
」な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

平成 28 年 4 月から

予防給付 
（全国一律の基準） 

地域支援事業 
（町独自のサービス）

移行 

訪問介護 移行 

訪問介護事業所による身体介

護・生活援助の訪問介護 

民間事業者などによる掃除、洗

濯などの生活支援サービス  

通所介護 移行 

通所介護事業所による機能訓

練や身体介護などの通所介護 

町が実施する介護予防教室 

（スキッと元気塾） 

町が実施する短期集中型介護

予防教室（筋筋キラキラ教室）
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　～障がいを知り、共に生きる　　　　～　

　　４月２日　世界自閉症啓発デー

問福祉課 地域福祉係  IP☎０５０－５８１２－１８５１

　国連総会（平成 19 年 12 月 18 日開催）において、毎年 4 月 2 日を「世界自閉症啓発デー」
とすることが決議され、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています。
日本でも 4 月 2 日～ 8 日を発達障害啓発週間とし、自閉症をはじめとする発達障害について
知っていただくこと、理解をしていただく取り組みが行われています。
　発達障害とは、自閉症及びアスペルガー症候群その他の広

こうはん

汎性発達障害、学習障害、注意欠
陥多動性障害、その他これに類する脳機能の障害であって、その症状が通常低年齢において発
現するもので、知的障害を伴っている場合もあります。
　様々な障がいについて知り、また理解することで、障がいのある人もない人も、だれもが互
いに尊重される地域社会をめざしていきましょう。

平成28年４月１日から障害者差別解消法が施行されます
　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別解消法）は、障がいのある
人への差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会をつくることを目指し
ています。
　障害者差別解消法では、「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」が、差別に
あたります。

障害者差別にかかわる相談窓口
　障がいを理由とする差別にかかわる相談や紛争解決については、福祉課に相談してください。
そこで解決できない場合も、その内容に応じて適切な相談窓口をご紹介します。
　問福祉課 地域福祉係 IP ☎０５０－５８１２－１８５１　

　　　〔４月２日～８日　発達障害啓発週間〕

不当な差別的取り扱い 障がいのある人への合理的配慮

国の行政機関・地方公
共団体など

禁止
　不当な差別的取り扱いが禁止
されます。

法的義務
　障がいのある人に対し、合理的配慮を行
わなければなりません。

民間事業者
（個人事業者、NPO など
の非営利事業者を含む）

禁止
　不当な差別的取り扱いが禁止
されます。

努力義務
　障がいのある人に対し、合理的配慮を行
うよう努めなければなりません。

具体的な例

　「障がいがある」という理由だ
けで、サービスの提供や入店を
拒否することは不当な差別的取
り扱いとなります。

　聴覚障害のある人に声だけで話す、視覚
障害のある人に書類を渡すだけで読みあげ
ないといったことは、障がいのある人に情
報を伝えないことになります。
　障がいのある人が困っているときに、そ
の人の障がいに合った必要なやり方や方法
を工夫して行うことを合理的配慮といいま
す。
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                ヘアメニュー（税抜）

                ■カット　　    ￥2,000 
                ■シャンプーカット ￥3,000 
                ■カラー      ￥3,500～

                ■香草カラー    ￥4,500～

                ■パーマ      ￥4,000～等

北広島町春木 960-7

☎0826-72-0324
 

 

SEA GULL. 

○日・祝休

【完全予約制】

○月～金　9:00～19:00
　　土　　9:00～18:00

営

代表　平江　勇一

シーガル新しくできた隠れ家サロン

URL  http://seagull-salon.com/

広告

　－いろいろな仕事をお引き受けします－
　シルバー人材センターでは、植木の手入れ、家事手伝い、
お墓の清掃など幅広く活動しています。
　自分だけでは、どうしようもできない日常生活のちょっと困った
ことは、ございませんか？シルバー人材センターがお手伝いいたします。

　企業や団体などへ会員を派遣し、派遣先の指揮命令により就労しています。ご相談・ご依頼
があれば、気軽に連絡してください。

　お困りのことは、ありませんか？

　シルバー派遣事業を実施しています

問シルバー人材センター
　本　　所　　　IP☎０５０－５８１２－８０２１
　芸北支所　　　IP☎０５０－５８１２－１１０６
　大朝支所　　　IP☎０５０－５８１２－７００２
　豊平支所　　　IP☎０５０－５８１２－１６５５

シルバー人材センターの
マスコットキャラクター

「チエブクロー」

会員を募集しています
　60歳以上の方が、定年退職などの後に自分の
経験や知識を活かしていくための、就業の機会を
提供しています。
　入会説明会を毎月第４月曜日の午後１時30分
から本所シルバー人材センター（北広島町有田
1495番地１）で開催しています。興味のある方は、
お気軽にご相談ください。

　中国新聞社主催「広島みやげの新定番」発掘プロジェ
クト「新！広島みやげグランプリ 2016」が開催されて
います。生まれ変わるＪＲ広島駅を利用される皆さまに
新しい広島の魅力を発信したい。そんな想いから一般、
生産者の方がおすすめする「新！広島みやげ」が募集さ
れ、北広島町から２点がノミネートされました。１点
は、手づくり工房はあもにい〔豊平地域〕の花田植もの
がたり（３種類の米粉入りクッキー）、もう１点は、株
式会社勝原白貫堂〔千代田地域〕の泡雪（和菓子）です。
３月 27 日（日）に「新！広島みやげグランプリ 2016」
が発表される予定です。

はあもにいの花田植ものがたり〔手づくり工房 はあもにい〕

泡雪　〔株式会社勝原白貫堂〕

新！広島みやげグランプリ2016にノミネート
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平成28年４月使用(5月請求）分から、
水道料金・下水道使用料などが変わります。

現行使用料（平成 28 年４月請求まで）
水量 超過料金（円［税込］）

0 ～ 10㎥まで 基本料金
1,620

　 11㎥～ 100㎥ １㎥ごとに 162
101㎥～ 1,000㎥ １㎥ごとに 167
　 1,000㎥を超え １㎥ごとに 172

　水道料金及び下水道・農業集落排水使用料を改定します。
　この改定により、町内の水道料金及び下水道・農業集落排水使用料が統一となります。
　ご利用の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。各地域の料金・使用料の改定内容については、
次のとおりです。

問上下水道課 管理係    IP ☎０５０－５８１２－１８６１
　芸北支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－２１１２
　大朝支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－８００１
　豊平支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－１１２４　

水道料金

下水道・農業集落排水使用料

下水道・農業集落排水使用料

使用水に上水道をご使用の場合 ( 大朝・芸北・豊平 )

改定使用料（平成 28 年５月請求から）
水量 超過料金（円［税込］）

0 ～ 10㎥まで 基本料金 1,458
11㎥～ 30㎥ １㎥ごとに 151
31㎥～ 50㎥ １㎥ごとに 156

51㎥～ 100㎥ １㎥ごとに 162
101㎥～ 200㎥ １㎥ごとに 167
201㎥～ 500㎥ １㎥ごとに 178

501㎥～ 1,000㎥ １㎥ごとに 189
1,000㎥を超え １㎥ごとに 194

使用水に上水道のみご使用の場合

使用水に井戸水などをご使用の場合

現行使用料（平成 28 年４月請求まで）

水量
超過料金（円［税込］）

芸北 豊平

0 ～５㎥まで 基本料金
1,620

基本料金
1,080

６㎥～ 10㎥ １㎥ごとに 129 156
11㎥～ 30㎥ １㎥ごとに 172 189
31㎥～ 50㎥ １㎥ごとに 167 216
50㎥を超え １㎥ごとに 216 248

改定使用料（平成 28 年５月請求から）
水量 超過料金（円［税込］）

0 ～５㎥まで 基本料金 972
 ６㎥～ 10㎥ １㎥ごとに 145
11㎥～ 30㎥ １㎥ごとに 192
31㎥～ 50㎥ １㎥ごとに 204

51㎥～ 100㎥ １㎥ごとに 237
100㎥を超え １㎥ごとに 259

現行使用料（平成 28 年４月請求まで）

人数
使用料（円［税込］）

芸北 豊平
１ 2,268 1,863
２ 3,304 2,997
３ 4,341 4,131
４ 5,205 5,076
５ 6,058 6,075
６ 6,895 7,155
７ 7,732 8,235
８ 8,402 9,099

改定使用料（平成 28 年５月請求から）

人数 使用料（円［税込］）

１ 1,701
２ 2,854
３ 4,007
４ 4,969
５ 5,954
６ 6,974
７ 7,995
８ 8,811

※上記の金額とは別にメーター使用料がかかります。
　メーター使用料の改定はありません。

※ 使用水に上水道のみをご使用の場合には、上水道
使用水量の 95％を下水道使用水量とします。

※ 使用水に井戸水な
どをご使用の場合
には、使用人数に
応じた金額になり
ます。

※ 使用人員が変更に
なった場合には、
届け出が必要にな
りますので、本庁
上下水道課または
各支所建設管理係
まで届け出をして
ください。
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　広島県総務局統計課から平成27年国勢
調査の結果速報～市町別人口及び世帯数～
が発表されました。
　それによると、北広島町の平成27年10
月１日現在の人口は18,915人、世帯数は
7,738世帯となっており、前回（平成22年）
からの増減率は、それぞれマイナス5.3％
とプラス0.5％となっています。県内23市
町で見ると人口、世帯数とも下から6番目
となっています。

　統計調査員を随時募集しています！
　町では国・県が実施する統計調査にかかる統計調査員の確保を図るため、希望者の登録を受
け付けています。
　登録調査員は、統計調査が実施されるごとに、国又は県から統計調査員として任命され、世
帯や事業所などへの調査票の配布、回収や回収した調査票の点検、整理などの業務に従事して
いただくことになります。
　調査の対価として支払われる報酬額は、統計調査の種類や調査活動にかかる日数などを考慮
して定められています。
　統計調査に関心がある、活動してみたいと思われる方の登録をお待ちしています。
問総務課 情報電算係　IP ☎０５０－５８１２－２１１１　

平成27年国勢調査にご回答ありがとうございました

 

H12年 H17年 H22年 H27年
人口 21,929 20,857 19,969 18,915
世帯 7,844 7,894 7,699 7,738

0
10,000
20,000
30,000

北広島町の人口と世帯数

　問総務省 統計局
　　総務課 情報電算係　IP ☎０５０－５８１２－２１１１　

寒波による漏水の水道料金及び下水道使用料の減免
　上水道をお使いのお宅・会社などで、異常寒波により、水道管などが凍結により破損し、漏
水事故が発生した場合、破損箇所の修理完了後、減免申請をしていただくことによって、水道
料金及び下水道使用料を減額することができます。（ただし、漏水量や漏水箇所などによっては、
減額できない場合もあります。）
　減免申請は、本庁上下水道課及び各支所建設管理係で受け付けます。該当される方は、手続
きにおいでください。
○手続きに必要なもの
　・印鑑
　・漏水修理したことを証明するもの（写真・領収書など）
問上下水道課 管理係　 IP ☎０５０－５８１２－１８６１
　芸北支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－２１１２
　大朝支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－８００１
　豊平支所 建設管理係 IP ☎０５０－５８１２－１１２４

平成28年6月1日現在で経済センサス－活動調査を行います
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北
広
島
町 

定
住
者
の
声

北
広
島
町
に
移
り
住
ん
で
来
ら
れ
た

方
の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
府
中
町
か
ら
有
間
に
移
住
し

て
、
も
う
す
ぐ
３
年
目
を
迎
え
る
横よ

こ
や
ま山

慎し
ん
じ士
さ
ん
で
す
。

●
移
住
の
き
っ
か
け
は
？

　
以
前
、
５
年
ほ
ど
会
社
員
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
半

年
間
の
自
宅
療
養
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
社
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
一

昨
年
11
月
に
退
社
。

　

そ
ん
な
中
、
療
養
中
に
元
気
を
も

ら
っ
た
『
食
べ
物
』
に
興
味
と
関
心
が

湧
く
よ
う
に
な
り
、『
食
べ
る
も
の
』

を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん

終
わ
り
に
世
話
を
す
る
と
い
っ
た
サ
イ

ク
ル
で
す
。
盆
と
正
月
く
ら
い
は
ゆ
っ

く
り
し
た
い
な
ぁ
と
本
音
も
出
ち
ゃ
い

ま
す
ね
。

　
あ
と
、
雪
道
の
運
転
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
結
構
ド
キ
ド
キ
で
し
た
ね
。　

●
北
広
島
町
の
魅
力
は
？　

　

人
が
縁
を
繋
げ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、た
っ
た
１
年
で
た
く
さ
ん
の
友
人
、

知
人
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
本
当
に

ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

●
お
仕
事
は
？　

　
土
地
を
貸
し
て
く
れ
た
社
長
さ
ん
の

会
社
で
造
園
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
鶏
を
飼
い
始
め
た
時
点
で
は
50
羽
で

し
た
が
現
在
は
90
羽
い
ま
す
。
産
み
た

て
卵
は
『
き
み
が
ス
タ
ー
』
と
い
っ
た

名
前
で
町
内
の
道
の
駅
や
市
内
の
料
理

屋
さ
ん
に
卸
し
て
い
ま
す
。

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
冬
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。（
笑
）　　
　

　
ひ
と
と
お
り
、
生
活
に
必
要
な
も
の

は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
。
雪
道
も
慣
れ

で
す
か
ね
。

【
役
場 

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

①
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
た
め
、

　
町
内
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
物
件

　
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

②
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

　
る
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

　
い
た
だ
け
る
定
住
者
の
方
を
ご
紹
介

　
く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m

a
il sh

in
k

o
u

@
to

w
n

. 
kitahiroshim

a.lg.jp

で
す
。
元
々
、卵
は
大
好
き
で
し
た
し
、

ま
ず
は
養
鶏
か
ら
と
り
か
か
っ
て
み
よ

う
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
養
鶏
の
で
き
る
場
所
探
し

が
始
ま
り
ま
し
た
。
住
ま
い
と
養
鶏
場

の
両
方
を
確
保
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
く
、
こ
こ
北
広
島
町
の
空
き
家
バ
ン

ク
に
も
相
談
し
た
り
、
知
人
に
尋
ね
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
友
人

が
紹
介
し
て
く
れ
た
社
長
さ
ん
が
土
地

を
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
空
き

が
あ
っ
た
近
く
の
町
営
住
宅
に
入
居
す

る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

●
良
か
っ
た
こ
と
・
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　
当
た
り
前
で
す
が
、
鶏
の
世
話
は
毎

日
で
休
み
が
無
い
の
で
大
変
で
す
。（
笑
）

　
朝
、
餌
や
り
な
ど
一
通
り
の
世
話
を

し
て
仕
事
に
行
き
、
ま
た
夕
方
も
仕
事
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平
成
27
年
度
か
ら
北
広
島
町
で
配
置

が
始
ま
っ
た「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

※
」。
吉
田
紗
子
隊
員
と
鈴
木
昌
人
隊

員
は
、
芸
北
地
域
で
多
種
多
様
な
活
動

に
参
加
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
と
ふ
れ

あ
っ
た
結
果
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
規
定

の
１
年
間
の
任

期
を
終
了
し
ま

す
。
彼
ら
自
身

の
振
り
返
り
は

先
月
、
先
々
月

と
本
紙
に
て
掲

載
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今

月
は
、
協
力
隊

の
活
動
を
管
理
す
る
側
の
立
場
か
ら
総

括
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
協
力
隊
の
活
動
は
主

に
３
点
の
活
動
に
集
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の 

導
入
の
振
り
返
り

大暮のサロン、郷土食の話題で盛り上がった

①
地
域
農
業
の
作
業
支
援
―
水
稲
や
ト

マ
ト
な
ど
の
施
設
園
芸
農
家
の
作
業
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
と
の
会

話
が
地
域
を
知
り
、
地
域
課
題
を
認
識

す
る
貴
重
な
情
報
収
集
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

②
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
支
援
―
協
力

隊
は
、
せ
ど
や
ま
再
生
事
業
の
活
動
に

参
加
し
た
り
、
芸
北
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

や
集
落
の
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
様
子
は
外
部
の
人
材
な
ら
で
は
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
そ
の
様
子

を
発
信
し
、
わ
ず
か
と
は
い
え
、
そ
の

様
子
を
知
っ
て
芸
北
を
訪
れ
る
人
も
確

認
で
き
ま
し
た
。

③
高
齢
者
へ
の
寄
り
添
い
―
高
齢
者

福
祉
の
面
に
お
い
て
彼
ら
は
、「
寄
り

添
う
」と
い
う
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

若
者
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
大
暮
地
区
の
サ
ロ
ン
活
動
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
高
齢
者
が
新
た
な
行

動
を
自
発
的
に
踏
み
出
す
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。

　
協
力
隊
は
１
年
間
を
通
し
て
、
暇
を

持
て
余
す
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
芸
北
地
域
の
皆
さ
ん
が
絶
え
ず

隊
員
を
気
に
か
け
て
頂
い
た
結
果
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。一
方
で
、活
動
に
よ
っ

て
は
担
い
手
不
足
を
補
う
役
割
と
な
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
少
子

高
齢
化
は
地
域
運
営
を
難
し
く
し
て
い

る
こ
と
を
協
力
隊
は
改
め
て
示
唆
し
て

く
れ
ま
し
た
。
従
来
踏
襲
の
地
域
活
動

か
ら
実
情
に
見
合
っ
た
活
動
へ
の
再
考

が
必
要
と
言
え
ま
す
。
こ
う
書
く
と
悲

観
的
に
聞
こ
え
が
ち
で
す
が
、
協
力
隊

が
示
し
た
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
再
構
築
や
情
報
発
信
の
強
化
な

ど
に
よ
り
発
展
的
な
活
動
に
生
ま
れ
変

わ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
協
力
隊
の
配
置
は
、
平
成
28
年
度
も

引
き
続
き
集
落
対
策
事
業
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
、
集
落
支
援
員
と
連
携
し
た

地
域
支
援
活
動
を
展
開
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

※
過
疎
化
が
進
行
す
る
農
山
漁
村
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
都
市
部
の
人

材
を
公
募
し
参
画
さ
せ
る
地
域
づ
く

り
手
法
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
に

制
度
化
し
ま
し
た
。
現
在
、
延
べ
約

４
千
人
の
人
材
が
移
住
し
全
国
で
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
口
の

都
市
部
一
極
集
中
を
緩
和
す
る
政
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

芸北の歴史を学んだ

みんなが笑顔の中祖地区の交流会

芸北の皆さんに誕生日を祝ってもらえて感激した

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
3
月
号
21

ペ
ー
ジ
、「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
【
誤
】　　

 

→　
【
正
】

　
吉
田
紗
子　
→　
鈴
木
昌
人
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

■
３
月
18
日
～
５
月
５
日　
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中

■
北
広
島
町
消
防
署
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
切
に
!!　
生
命
・
財
産
・
ふ
る
里
を
」

　年度替わりの時季を迎え、職員の退職
や配置換え、また、役員交代などの人事
異動が行われた職場がありませんか？
　それらの異動に伴って、防火管理者な
どの「消防に関する資格者」の変更があ
る場合は、その旨を消防署に届け出をし
ましょう。

人事異動に伴う「消防関係」の届け出

　
お
宅
に
。

●
防
火
管
理
者

救
急
救
命
士
が
行
う
処
置
拡
大

　
救
急
救
命
士
法
が
改
正
さ
れ
、
救

急
救
命
士
の
行
え
る
処
置
が
新
た
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎
血
糖
値
の
測
定

◎
ブ
ド
ウ
糖
投
与

◎
心
肺
停
止
前
の
傷
病
者
に
対
す
る

　
静
脈
路
確
保

　
地
下
タ
ン
ク
な
ど
の
危
険
物
施
設
を

有
す
る
職
場
で
、
一
定
の
基
準
以
上
の

危
険
物
施
設
に
は
、「
危
険
物
保
安
監

督
者
」を
置
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
方
に
変
更
が
あ
れ
ば
、「
予
防
規

程
の
変
更
」と
合
わ
せ
、
消
防
署
に
届

　
現
在
、北
広
島
町
消
防
本
部
に
は
、

こ
れ
ら
の
処
置
を
行
え
る
６
人
の
救

急
救
命
士
が
い
ま
す
。
全
て
の
救
急

救
命
士
が
こ
の
処
置
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
今
後
も
随
時
資
格
者

を
養
成
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
す

る
救
急
救
命
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

血糖値測定器具
と測定の様子

●
危
険
物
保
安
監
督
者

●
そ
の
他
の
有
資
格
者

　
次
に
挙
げ
る
資
格
の
方
も
、
届
け
出

の
対
象
で
す
。

　
◇
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者

　
◇
高
圧
ガ
ス
保
安
統
括
者
な
ど

　
学
校
や
病
院
、
各
種
事
業
所
に
お
い

て
、
建
物
の
防
火
に
関
し
て
管
理
監
督

を
す
る
方
で
す
。
こ
の
方
が
異
動
し
た

り
退
職
さ
れ
た
事
業
所
で
は
、
新
た
に

防
火
管
理
者
を
選
任
し
、「
消
防
計
画

の
変
更
」と
合
わ
せ
て
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
集
会
所
に
お
い
て
も
、
役
員

交
代
な
ど
で
防
火
管
理
者
に
変
更
が
あ

れ
ば
届
け
出
が
必
要
で
す
。

人
事
異
動
で
消
防
に
関

す
る
担
当
に
変
更
が
無

い
か
確
か
め
よ
う
。

変
更
が
あ
る
場
合
は

消
防
署
に
届
け
出
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

人
事
異
動
に
伴
う
変

更
届
出
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
は
最
寄
り

の
消
防
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

異
動
に
際
し
て
は
、

業
務
の
引
継
ぎ
も

重
要
な
役
務
で
す
。

け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
資
格
の
人
を
届
け
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

人
事
異
動
に
伴
う
届
け
出
の
必
用
な
方
は
、
次
の
方
で
す
。

ＱＡ
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久しぶりの再会や新しい出会いに親睦が深まりました 新しくできた舞太郎のバックパネルの前で記念撮影

今年で21回目の開催
大朝地域で「同年会」を開催
　大朝地域では、60歳を迎えられた方の還暦
のお祝いと、仲間づくり、地域づくりのきっか
けにしていただくため、２月20日（土）、グリー
ンヒルおおあさで「同年会」を開催しました。
初めに、多田同年会代表の挨拶ではじまり、来
賓の方々からの祝辞をいただきました。記念撮
影の後は親睦会です。お楽しみ抽選会では、名
前が呼ばれるたびに歓声が上がっていました。
今回の出会いを大切にして、今後ますますのご
活躍を期待しています。

人権の花を北広島町役場本庁へ
八重東小学校から「人権の花」贈呈
　昨年10月から12月にかけて町内５小学校で

「人権の花」運動を実施しました。この運動は、
ヒヤシンスの水栽培セットを児童で協力して育
てることを通じ、お互いを思いやる気持ちや生
命の尊さを実感することを目的としています。
八重東小学校で大切に育てられ、きれいに咲
いた「人権の花」ヒヤシンスを２月10日（水）、
八重東小学校の児童から役場本庁へ贈呈いただ
き、副町長が受け取りました。本庁１階玄関で
皆さんを出迎え、心和ませてくれました。

ステージに立つ「どんぐり北広島」の皆さん

山県警察署長から感謝状の贈呈
広島市信用組合支店職員特殊詐欺被害を防ぐ
　広島市信用組合大朝支店が２月５日（金）、
山県警察署長から特殊詐欺被害の未然防止に貢
献された功労がたたえられ、感謝状の贈呈を受
けられました。定期預金の解約及び他金融機関
口座への移し替え手続きを申し出た女性の不安
そうな状況から、支店長及び担当者は解約理由
等を粘り強く聞き、架空請求に係る特殊詐欺被
害に遭っていると見破り、詐欺を否定する被害
者を説得し、被害者とともに駐在所に届け出を
行い、被害の未然防止に貢献されました。

感謝状を贈呈された広島市信用組合大朝支店

バレンタインをテーマに
食の浪漫紀行 どんぐり冬の陣2016
　２月７日（日）、豊平どんぐり村内特設“愛の”
会場で冬の陣が開催されました。ステージでは、
日頃の感謝の気持ちを大切な人に告白する告白
タイムがあり、野球部の子ども達や「どんぐり
北広島」の皆さんなどが感謝の思いや普段言え
ない気持ちをみんなの前で伝えました。また、
地域の子ども達によるステージ発表、西宗神楽
団による神楽などが披露されました。その他、
豊平地域自治振興会主催によるとんども開催さ
れ、ぜんざいがふるまわれました。
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
北
広
島
町
医
師
・
看
護
師
育
成
奨
学
生

　
を
募
集
し
ま
す

　
将
来
、
北
広
島
町
内
の
医
療
機
関
な

ど
に
医
師
・
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
よ

う
と
す
る
方
に
対
し
、
修
学
な
ど
に
必

要
な
資
金（
奨
学
金
）を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
対
象
者

・
医
師
・
看
護
師
と
し
て
町
内
医
療
機

　
関
に
勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
方

・
学
業
又
は
臨
床
研
修
の
成
績
が
優
良

　
で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

・
北
広
島
町
修
学
奨
学
金
貸
与
条
例
に
基

　
づ
く
奨
学
金
を
現
に
受
け
て
い
な
い
方

※
北
広
島
町
内
に
住
所
を
有
す
る
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区
分
／
貸
付
金
額
／
貸
付
期
間（
上
限
）

・
医
学
生
／
25
万
円
以
内
／
６
年

・
看
護
学
生
／
10
万
円
以
内
／
５
年

返
還
免
除

　

貸
付
け
を
受
け
た
期
間
の
１・
５
倍

の
期
間
、
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤

務
し
た
場
合
は
、
全
額
が
返
還
免
除
に

な
り
ま
す
。

募
集
人
数

　
医
学
生
／
１
人　
看
護
学
生
／
１
人

応
募
方
法

　
必
要
書
類
を
保
健
課
に
提
出
し
て
下

さ
い
。
募
集
要
項
、
申
請
書
は
保
健
課

に
備
え
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
募
集
要
項
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）～
４
月
22
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
間
終
了
日

　
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

貸
付
決
定

　
「
北
広
島
町
医
師
・
看
護
師
育
成
奨

学
金
貸
付
審
査
会
」に
お
い
て
、
提
出

書
類
と
面
接
に
よ
り
奨
学
生
を
選
定
し
、

町
長
が
決
定
し
ま
す
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
定
期
巡
回
相
談

　
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
児
童

福
祉
司
や
児
童
心
理
司
に
よ
る
「
定
期

巡
回
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
18

歳
未
満
の
お
子
様
に
関
す
る
心
配
事
や

悩
み
な
ど
の
相
談
、
療
育
手
帳
の
再
判

定
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程　
毎
月
第
１
金
曜
日
（
平
成
28
年

４
月
は
第
２
金
曜
日
、
平
成
29
年
１

月
は
実
施
な
し
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

※
療
育
手
帳
の
再
判
定
は
平
成
28
年

６
・
９
・
12
月
、
平
成
29
年
３
月

の
第
１
金
曜
日

場
所　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

問
・
予
約　
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
１
８
５
１

■
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、受
け
ま
し
た
か
？

　

昭
和
23
年
か
ら
63
年
ま
で
の
間
で
、

満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接
種

や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
た

方
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
集
団
予

防
接
種
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
（
こ
れ
ら
の

方
々
の
相
続
人
を
含
み
ま
す
）
に
、
病

態
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら
３
６
０
０
万

円
の
給
付
金
な
ど
を
支
給
す
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。 

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
救

済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
、
病

態
を
証
明
す
る
た
め
、
医
療
機
関
な
ど

か
ら
必
要
な
証
拠
を
収
集
し
て
い
た
だ

き
、
国
を
相
手
と
し
た
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。裁
判
上
の
和
解
手
続
に
よ
り
、

救
済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
証

拠
か
ら
確
認
で
き
た
方
に
は
、
給
付
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
血
液
検
査
）
で
簡
単
に
わ
か
り
ま
す
。

職
場
な
ど
の
健
康
診
断
で
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方
は
、

町
の
集
団
健
診
や
広
島
県
西
部
保
健
所

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
く
わ
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で「
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
」と
検
索
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３
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生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て



生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ　

消
防
・
防
災

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

税
金

年
金
・
保
険

保
健

福
祉
・
子
育
て

■
山
県
郡
芸
北
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
執
行

　
１
月
28
日
（
木
）
に
告
示
さ
れ
た
芸

北
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
は
、
各
選

挙
区
と
も
、
定
数
と
同
じ
立
候
補
者
数

で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、
２

月
４
日
（
木
）
の
選
挙
会
に
お
い
て
、

届
出
の
あ
っ
た
方
々
が
当
選
人
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
各
選
挙
区
（
区
域
）
の
当
選
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
届
出
順
）

第
一
選
挙
区
（
旧
八
幡
村
・
８
人
）

　
今
田　
秀
策　
　
　
河
野　
浩
幸

　
岡
本　
光
正　
　
　
栗
栖　
時
好

　
西
田　
修
一　
　
　
小
笠
原　
幸
信

　
井
居　
勇
次　
　
　
新
苗　
浩
呂

第
二
選
挙
区
（
旧
雄
鹿
原
村
・
９
人
）

　
三
好　
孝
司　
　
　
冨
長　
由
之

　
齋
藤　
茂
清　
　
　
齋
藤　
勝
政　

　
深
井　
進　
　
　
　
清
水　
幸
夫

　
沖　
俊
策　
　
　
　
加
計　
定

　
今
田　
将
美　

第
三
選
挙
区
（
旧
中
野
村
・
11
人
）

　
上
村　
一　
　
　
　
岡
本　
善
信

　
酒
井　
裕
二　
　
　
齊
藤　
幸
郎

　
岡
本　
栄
吉　
　
　
小
川　
和
夫

　
河
野　
隆
晴　
　
　
近
藤　
正
英

　
山
本　
正
憲　
　
　
吉
川　
正
吾

　
河
野　
元
八　

第
四
選
挙
区
（
旧
美
和
村
・
11
人
）

　
髙
畑　
巖　
　
　
　
塚
本　
武
己

　
吉
川　
繁
雄　
　
　
齋
藤　
誠
壯

　
折
口　
策
雄　
　
　
山
田　
和
宏

　
出
原　
一
照　
　
　
岩
本　
重
登

　
清
水　
昭
義　
　
　
織
田　
貢

　
橋
奥　
律
雄

問
選
挙
管
理
委
員
会
IP
☎
２
１
１
１　

■
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

　
こ
の
度
、
次
の
方
が
新
し
く
民
生
委

員
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
退

任
さ
れ
た
委
員
に
は
、
町
の
福
祉
行
政

に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

し
く
就
任
さ
れ
た
委
員
に
は
、
地
域
の

福
祉
向
上
の
た
め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
河
野　
英
輝　

　
　
芸
北
（
大
暮
・
小
原
）
地
域
担
当

問
福
祉
課
地
域
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

■
修
学
奨
学
金
貸
与（
高
校・大
学
な
ど
）

　
修
学
奨
学
金
貸
与
制
度
は
、
高
等
学

校
や
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
へ
の
進

学
希
望
者
の
う
ち
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
が
困
難
な
方
が
、
北
広
島
町
か
ら

奨
学
金
の
貸
与
を
無
利
子
で
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。　
　
　
　
　

　
貸
与
を
受
け
る
に
は
、
世
帯
の
所
得

制
限
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。く
わ
し
い
案
内
書
や
申
請
書
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
（
役
場
本
庁
）
ま

た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
分
の
申
請
書
提
出
期
限
は
、
４
月
28

日
（
木
）
で
す
。
前
年
度
か
ら
引
き
続

き
支
給
を
受
け
る
場
合
も
、
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
な
お
奨
学
金
は
、
学
校

卒
業
後
の
一
定
期
間
内
に
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
IP
☎
１
８
５
８

　
■
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編

入
・
用
途
変
更
申
し
出
受
付

　
町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く

地
域
を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
定
め

て
、
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
の
土
地
に

つ
い
て
は
、
農
業
以
外
の
目
的
に
は
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や

む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、

編
入
、
用
途
変
更
の
申
し
出
を
４
月
に

受
け
付
け
ま
す
。（
手
続
き
終
了
ま
で

に
、５
～
６
か
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
）

　

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場
合

は
、
決
め
ら
れ
た
除
外
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
除
外
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
原
則
と
し
て

除
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自

己
所
有
地
で
農
振
農
用
地
区
域
以
外
の

土
地
は
な
い
か
、
十
分
検
討
し
た
う
え

で
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
除
外
要

件
な
ど
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

農
林
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
振
興
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
（
金
）

～
４
月
28
日
（
木
）

問
農
林
課
農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

芸
北
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
２
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
８
０
０
１

豊
平
支
所
産
業
振
興
係
IP
☎
１
１
２
４

21 Public Relations Kitahiroshima
  2016.4



仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　 （医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 北広島町社会福祉協議会
特別養護老人ホーム やすらぎ （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所

（医）明和会 社会福祉法人 三矢会
グループホーム・デイサービス　きららの里

小売店販売員など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ （株）Aコープ西日本≪Aコープちよだ店≫
（株）フレスタ　サンクス店 メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ （株）スミヨシ　ドコモショップ千代田店
（株）コムズ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ じゅえりー　中岡
高谷（株）ファッションハウスルックルック千代田店 （株）ジュンテンドー千代田店

事務員など

ヤマト運輸（株）広島千代田センター （株）芸北プラモーション（芸北オークガーデン）
広島北ホテル エコートレーディング（株）広島支店
テクノレイク（株） （株）ショウワコーポレーション
広島市農業協同組合 （有）ビーエム

土木作業員 第一コンテク（株）

調理人
千代田OGMゴルフ倶楽部 特別養護老人ホーム やまゆり
富士産業（株）中国事業部

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
おおあさ鳴滝露天温泉 広島北ホテル
エームサービスジャパン（株）やまびこ広島工場事業所 （株）芸北プラモーション（芸北オークガーデン）
きたひろ市場 田原温泉5000年風呂
ガスト広島　千代田店 お好み焼き 三八 松浦

（株）サルボ両備　寒曳売店 （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）ひろし本店 益水興産（有）カフェレストみぶ
（株）勝原白貫堂 広島アルミ工業内ウオクニ（株）広島支店

食品製造など
（株）タカキベーカリー千代田工場 （株）キャリアメイク
（株）フレスタ　サンクス店 （株）インプレックス
(株)ウィルエージェンシー広島支店 丸二（株）

製造作業員（工場
作業）

（株）キャリアメイク 東洋ワーク（株）広島営業所
津久田工業（株） 西川物産（株）千代田工場
(株)ショウワコーポレーション （株）サルツ

（有）千代田ハーネス （株）ダスキンプロダクト 中四国
（株）やまびこ広島事業所 テクノレイク（株）
（株）セイユー

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング広島支店（株） 福山通運（株）広島北支店

清掃
（株）さんびる 富士産業（株）中国事業部
千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）ひろし本店
益水興産（有） （有）ホームクリーン

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
運転 （医）社団慶寿会　千代田中央病院
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場 （有）千代田ファーム
三島食品（株） 北広島町農園事業 紫の里 大石農園

管理人 大和ライフネクスト（株）
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合も あります。

人情報コーナー求
平成28年３月９日現在 ● 正社員の募集 ● パートの募集

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
立川医院

（医）明和会
デイサービスセンター やすらぎ

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会
社会福祉法人 みぶ福祉会

（有）トリオ　きららの里
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店
広島県中古自動車販売商工組合

事務 北広島町観光協会
営業 （有）ハナキ保険企画

土木建築作業員・
設備作業員など

(株)千代田工務店
(株)竹下建設
(株)広栄建設産業

（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
（株）服部組
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電気サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人
広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員（工場
作業など）

（株）玉屋金属
（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
エーエスレジン（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
橋渡サービス
(株)ショウワコーポレーション

（株）セイユー

廃棄物処理作業員
(株)輝陽
千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

今井運送(株)
美和運送(株)
福山通運（株）広島北支店
山県東部生コン（株）

（有）大朝交通
千代田運送(株)
北広島タクシー（株）(旧・千代田タクシー）

自動車技術（トラック整備）
今井運送(株)
(株)エムジー・カーズ千代田

保育士 さつきヶ丘保育所
農業 （有）千代田ファーム

林業
（有）大内林業
（有）中越木材

美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
  IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６ 
  Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

マイナンバー制度に便乗した
不審な電話などにご注意ください！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［2 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,386 人 （25 減）

    転　入 52 人

    転　出 62 人

　 出　生 13 人

　 死　亡 28 人

    世帯数 8,456 世帯 （3 減）

>>> Editor's postscript 編集後記

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課 健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課 地域福祉係　IP ☎１８５１

Stop
費者トラブル消

●国民健康保険税［ ９期 ］
 3月31日（木）

◆春の気配を感じる今日この頃です。急に
暖かくなり、もう雪は降らないかなと思い
ながらも、まだまだ雪の予報がでているよ
うです。今月号から裏表紙が新しくなりま
した。今回は、躍動感あふれる神楽の写真
とその写真にまつわるコメントを紹介して
います。少し前に千代田地域で写真展をさ
れていたので、そこで作品を見られた方も
いらっしゃるかもしれません。これからし
ばらく、町内の素晴らしい風景や民俗芸能
などを撮影された写真を紹介していきま
す。少しリニューアルです。（小）

　マイナンバーの通知が開始された10月以降、
マイナンバー制度に便乗した不審な電話などに
関する相談が増加しています。相談内容をみる
と、マイナンバー制度に便乗して口座番号を
聞き出そうとしたり、個人情報
の削除を持ち掛けたりするなど
の不審な電話に関するものの他、

「あなたのマイナンバーが漏え
いしている」などとして、別の
サイトへのアクセスを誘導する
不審なメールに関するものも寄せられています。
　また、「有料サイトの登録料金が未払いになっ
ており、放置すると訴訟履歴がマイナンバーに
登録される」などとして、業者への連絡を求め
る不審なメールも送付されています。（国民生
活センター注目情報）
≪アドバイス≫　
●マイナンバーの関連であることをかたった

メールが送られてきても、自分の勤務先など
送付者が明らかなものを除き、安易に開封し
たりせず、記載されているサイトのアドレス
にも安易にアクセスしたり、相手に連絡を
取ったりしないでください。

●マイナンバーの通知や利用手続きなどで、国
や自治体、その他公的機関の職員が家族構成、
資産や年金・保険の状況、口座番号などを電
話などで聞くことはありません。不審な電話
は、すぐに切り、来訪の申し出があっても断っ
てください。

●万が一金銭を要求されても、決して支払わな
いようにしてください。

●少しでも不安を感じたら、すぐに、北広島町
人権・生活総合相談センター（消費生活相談室）
または広島県生活センターにご相談ください。
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.1

【大　賞】　大悪鬼登場　　〔撮影場所：石井谷八幡神社（千代田地域）〕
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【
第
８
回　
大　
賞
】

撮
影
者　
小
西
信
博
さ
ん

　

こ
の
写
真
を
見
て
何
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
か
。
鬼
の
ジ
ャ
ン
プ
力
が
す
ご

い
、
舞
人
も
奏
楽
も
み
ん
な
笑
顔
が
ス

テ
キ
、
歴
史
の
感
じ
ら
れ
る
神
楽
殿
。

そ
れ
ら
が
１
つ
の
絵
の
中
に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
審
査
員
の
目
を
引
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ

は
す
ご
い
と
感
じ
る
作
品
で
も
表
面
を

見
る
だ
け
で
は
数
秒
で
次
の
作
品
に
目

が
移
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
撮
影
場
所
と
ア
ン
グ
ル
は
ど
う
や
っ

て
決
め
た
の
だ
ろ
う
、
こ
の
ジ
ャ
ン
プ

す
る
瞬
間
は
い
か
な
る
経
験
か
ら
捉
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
、

写
真
は
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
得

ら
れ
る
結
果
な
の
で
す
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
を
想
像
す
る
と
三
倍
楽
し
め
ま
す
。

風
景
、花
、ス
ポ
ー
ツ
、い
ず
れ
の
ジ
ャ

ン
ル
も
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
作

品
に
は
深
遠
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
撮
影
者

に
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
喜
ん

で
答
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　

(

北
広
島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
寄
せ
て
・

入
賞
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
き
ま
し
た
）

審
査
委
員
長　
藤
恵
乾
吾
さ
ん

　
北
広
島
町
は
、
広
島
県
の
中
で
も
伝

統
文
化
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、

中
国
山
地
の
山
里
に
は
、
四
季
を
通
じ

て
変
化
の
あ
る
風
情
が
楽
し
め
る
し
、

史
跡
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

民
俗
芸
能
で
は
世
界
無
形
文
化
遺
産
と

な
っ
て
い
る
、
壬
生
の
花
田
植
な
ど
も

あ
り
、
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
石
見

神
楽
の
存
在
も
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
年
間
を
通
じ
て
、
観
光
写
真
の
素

材
は
他
の
町
村
よ
り
豊
富
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
、
民
俗
芸
能
で
は
石
見
神

楽
が
深
く
伝
承
さ
れ
て
い
て
、
大
賞
作

品
と
な
っ
た「
大
悪
鬼
登
場
」は
、
神

社
の
神
楽
殿
で
舞
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
豪
華
な
衣
装
が
舞
台
い
っ
ぱ
い
に

舞
い
、
そ
の
姿
の
迫
力
と
臨
場
感
の
あ

る
雰
囲
気
に
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
か
ら
訪
れ
て
来
る
、
自
然
の
恵

み
の
中
に
も
環
境
を
表
現
出
来
る
風
情

が
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
心
の
旅
を
し
て

ほ
し
い
。

　
北
広
島
町
の
自
然
や
史
跡
・
民
俗
芸
能
な
ど
、
町
内
の
魅
力
を
撮
影
さ
れ
た『
北
広

島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト（
北
広
島
町
観
光
協
会
主
催
）
』
は
、
昨
年
の
募
集
で
第

10
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら『
北
広
島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
賞
作

品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
北
広
島
町
の
魅
力
再
発
見
コ
ー
ナ
ー
で
す
。


